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‭　早いもので３年生は卒業間近となり、今年度も残りわずかとなりました。本校ＰＴＡは変革の１年と‬
‭なり、色々とご心配をおかけしたこともあったかと存じますが、これもひとえに会員の皆様のお力添え‬
‭のおかげと厚く御礼申し上げます。‬

‭　校長先生、ＰＴＡ会長からのご挨拶です。‬

‭　今年度は、世の中的に「４年ぶりに」という言葉が多く聞かれた年でした。学校も例外ではなく、‬
‭昨年の５月にコロナウイルス感染症が５類に移行になったことにより、今年はここ数年できていな‬
‭かったことができるようになったり、縮小していたものを緩和することができたりと、学校にもだい‬
‭ぶ以前の風景が戻ってきました。‬
‭　六陵祭の体育部門、合唱部門や授業参観では、保護者の方々に子どもたちが一生懸命取り組んでい‬
‭る姿をご覧いただくことができました。課題もあったかと思いますが、反省は来年度へ生かしていき‬
‭たいと考えております。‬
‭　今年は、心配していたコロナウイルス感染症はそれほど蔓延はしませんでしたが、インフルエンザ‬
‭が‬‭季‬‭節‬‭を‬‭問‬‭わ‬‭ず‬‭猛‬‭威‬‭を‬‭ふ‬‭るっ‬‭た‬‭１‬‭年‬‭で‬‭も‬‭あ‬‭り‬‭ま‬‭し‬‭た。‬ ‭各‬‭行‬‭事‬‭を‬‭行‬‭う‬‭際、‬‭イ‬‭ン‬‭フ‬‭ル‬‭エ‬‭ン‬‭ザ‬‭の‬‭流‬‭行‬‭を‬‭心‬
‭配しての実施となり、特に、合唱部門はその影響を受け、残念なことに全校そろって行うことが叶い‬
‭ませんでした。そのような中でも子どもたちは、練習から市民会館での当日、そして延期後の体育館‬
‭での発表に至るまで、仲間と協力しながら精一杯取り組み、やりきったという表情をみせてくれまし‬
‭た。　‬
‭　この１年、たくさんの保護者の方々の温かい思いに支えられましたこと、また、日頃の教育活動に‬
‭ご理解・ご協力いただきましたこと、心より感謝申し上げます。今後も六会中の良き伝統を引き継ぎ‬
‭つつ、新たな風を取り入れてよりよい学校づくりに努めてまいります。‬

‭校長　　大石　由佳‬

‭平素よりPTA運営にご理解及びご協力を賜り、有難うございます。‬
‭謹んで年度末のご挨拶を申し上げます。‬
‭はじめに、元日に発災致しました能登半島地震におきまして、被災者の皆様にお見舞い申し上げ、皆‬
‭様のご安全と、一日も早い復興を祈念致します。‬

‭〈令和5年度について〉‬
‭お陰様で本年度も、計画した各委員会事業を恙なく執り行うことが出来ました。‬
‭各委員会及びご参加頂いた皆様のご尽力に改めて御礼申し上げます。‬

‭運営面では、事務負担及び紙等の削減のため、デジタル化を加速させました。‬
‭(Google各種サービス利用の拡充、デジタル連絡ツール「スクリレ」の試験運用開始)‬
‭セキュリティなど功罪両面ありますが、それを補っても「功」余りあるものであり、今後の運営に必‬
‭要不可欠なものと考えております。‬
‭皆様には、スマートフォンへのアプリインストール等、導入時にお手間をお掛け致しますが、ご理解‬
‭とご協力のほど宜しくお願い申し上げます。‬
‭また、本総会にて議決致しました通り、委員会運営に柔軟性を持たせるべく規約の改定を行いまし‬
‭た。‬

‭〈令和6年度について〉‬
‭令和6年度事業は未定ではありますが、会員の皆様のご期待に沿う事業を行ってまいります。‬
‭また引き続き、本年度着手のデジタル化を加速させ、これによって得られたリソースを事業へ注ぎた‬
‭いと考えております。‬

‭最後に、会員皆様及びご家族のご健康とご多幸をお祈りいたします。‬
‭一年間有難うございました。‬

‭ＰＴＡ会長　　‬‭角田　督‬



‭◎ 日時：２０２４年２月２２日（木）　１５：３０開始‬
‭◎ 場所：視聴覚室‬

‭【定足数確認】‬
‭出席者数　25名　　委任状　　166名　　議決権行使数　　 55名‬
‭インターネットによる議決権行使数　　155名　   合計　　401名‬

‭ＰＴＡ規約第８章第２１条により、定数の５分の１（委任状を含む）に達しましたので、本総会‬
‭は成立いたしました。‬
‭議事について以下の通りご報告いたします。‬

‭【第１号議案 令和６年度 PTA役員、会計監査員候補の承認】　‬
‭会長　　　角田　督‬
‭副会長　　冨松　洋子‬ ‭副会長　　今村　洋子‬
‭書記　　　長谷川　詩歩‬ ‭書記　　　星　幸‬
‭会計　　　長嶋　里美‬ ‭会計　　　吉田　茜‬
‭会計監査　加納　聖子‬ ‭会計監査　江目　亜由美‬
‭会計監査   石川　智美‬

‭【第2号議案　PTA規約改正(案)「運営委員会」「委員会の構成」の提案及び承認】‬

‭両議案ともに審議にて質問等なし　☞　拍手にて承認‬


